
ｖ. 

              

平
成
二
十
八
年
度
の
新
た
な

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例

年
に
な
く
春
の
訪
れ
が
早
く
、
万

物

が
一

気

に
躍

動

し
、
野

山

の

木
々
も
今
や
盛
り
と
花
開
き
ま

し
た
。
こ
こ
夕
鶴
の
里
に
も
若
草

の
萌
え
る
よ
う
な
季
節
が
到
来
し

ま
し
た
。 

 

平
成
五
年
の
開
館
か
ら
早
二

十
二
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
地

域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
民
話
」

や
「
伝
統
文
化
」
を
後
世
に
伝
え
、

語
り
継
ぐ
と
い
う
大
き
な
役
割
を

担

い
な
が
ら
今

日

を
迎

え
ま
し

た
。 

 

地
域
の
産
業
で
あ
っ
た
製
糸
業

の
歴
史
や
民
俗
資
料
を
展
示
し
、

地
域
に
伝
わ
る
民
話
「
鶴
の
恩
返

し
」
の
語
り
や
暮
ら
し
の
中
で
の
蚕

糸
業
や
機
織
り
な
ど
、
先
人
か
ら 

          

伝
え
ら
れ
て
き
た
知
恵
と
文
化
を

未
来
に
語
り
継
ぐ
た
め
“
見
る
・

聞
く
・
体
験
す
る
“
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
種
々
の
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
民
話
を
聴
き
な

が
ら
「
豊
か
な
心
」
を
養
い
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
方
々
の

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
頂

け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

夕
鶴
の
里
の
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
こ
れ
ま
で
同
様
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。 

夕
鶴
の
里
館
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 

大
吉 

         

 

夕
鶴
の
里
に
は
、
４
つ
の
会

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

が
ど
ん
な
事
業
を
し
て
い
る
の

か
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

     

夕
鶴
の
里
に
関
係
す
る
こ
と
全
般

に
わ
た
っ
て
協
議
す
る
会
で
、
夕
鶴
の

里
に
関
係
す
る
方
々
６
名
が
、
南
陽

市
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。 

会
長 

川
合
ひ
さ
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 

（
織
物
工
芸
家
） 

副
会
長 

菅
野
敏
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
長
） 

 

委
員 

武
田
俊
孝
さ
ん 

 
 

 
 

（
鶴
布
山
珍
蔵
寺
副
住
職
） 

 
 

 
 

伊
藤
進
司
さ
ん 

 
 

 
 

 

（
夕
鶴
の
里
友
の
会
会
長
） 

 
 

 
 

竹
田
啓
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 

（
漆
山
小
学
校
長
） 

 
 

 
 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 
 

 
 

 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
副
会
長
） 

     

こ
の
会
は
、
語
り
部
十
五
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
語
り
を
聞
き
た
い 

と
希
望
さ
れ
る
入
館
者
に
民
話
の

「
語
り
」
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
市
内
外
の
施
設
や
催
し
に
招
か

れ
て
語
り
の
出
前
を
行
な
っ
た
り
、
ラ

ジ
オ
で
語
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。 

    

こ
の
四
つ
の
会
の
中
で
は
、
規
模
が

一
番
大
き
く
六
十
六
名
の
会
員
が
い

ま
す
。
会
の
目
的
は
、
夕
鶴
の
里
を

通
し
て
、
民
話
や
民
俗
文
化
を
後
世

に
伝
え
残
し
て
行
く
た
め
の
活
動
を

行
い
、
会
員
相
互
の
研
鑽
、
親
睦
を 

は
か
る
こ
と
。
民
話
等
の
普
及
伝
承

等
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
会

員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
随
時
、
会
員

募
集
中
で
す
！ 

語
り
駅
伝
や
子
ど
も
ま
つ
り
の
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

こ
の
会
は
、
前
に
挙
げ
た
三
つ
の
会

の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
「
民
話

ま
つ
り
」
や
「
語
り
部
養
成
講
座
」
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
四
つ
の
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
を
担
当
し
、
協
力

し
な
が
ら
、
様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 



 

 

 

～
平
成
二
十
八
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 

◆
第
十
七
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

六
月
四
日
（
土
）
～ 

八
月
二
十
日
（
土
）
全
七
回
。 

 

※
受
講
申
込
は
中
段
に
詳
し
く
載

っ
て
お
り
ま
す
。 

興
味
あ
る
方
は
、
是
非
、
受
講 

し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

◆
第
十
四
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

五
月
二
十
九
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

午
後
一
時
よ
り
開
催 

 
  

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

六
月
十
九
日
（
日
） 

 

研
修
先
は
、
宮
城
県
村
田
方
面
。 

 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
夕
鶴
の

里
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
第
七
回 

 
 

「
お
き
た
ま
語
り 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

六
月
二
十
六
日
（
日
）
」 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

お
き
た
ま
地
区
に
あ
る
語
り
部

の
会
の
各
会
代
表
と
、
語
り
を
勉

強
し
て
い
る
児
童
が
語
り
を
披
露
し

ま
す
。 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
十
七
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

語
り
部
養
成
の
た
め
の 

「
語
り
＆
ト
ー
ク
」 

講
師 

渡
部
豊
子
氏 

（
新
庄
市
在
住
） 

 ◆
語
り
部
養
成
講
座 

 
 

 

閉
校
式
・
公
開
講
座 

八
月
二
十
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

未
来
の
語
り
部
さ
ん
達

の
、
勉

強
の
成
果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

 ◆
第
十
七
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
二
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

ゲ
ス
ト 

 

多
勢
久
美
子
氏 

（
松
江
市
在
住
） 
 ◆

第
十
八
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 

十
月
十
六
日
（
日
） 

 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
  ◆

昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し

お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

     

                        
 

                

                                         
 

 

「
暦
の
お
し
え
」
三
須
啓
仙
著
よ
り 

◆日時    ６月４日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月～８月の第 1、第 3、第 5土曜日  午後１時３０分～３時（全７回）  

◆場所    夕鶴の里  

◆対象    民話・語りに興味のある方  

◆内容    こどもの部とおとなの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ８月２０日（土）の閉講式に公開講座として夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料    無料  

◆締め切り  ５月２７日（金）  

◆申込・問合せ  夕鶴の里（☎４７－５８００）  

※申込者には、後日詳細をお知らせします。  

日時：平成２８年５月２９日（日）  

時間：午後１時より  

場所：夕鶴の里語り部ホール  

 友の会会員・民話会ゆうづる・語り部養成講

座受講生・米沢とんと昔の会・川西昔ばなしの

会・長井小町の会・まほろば語り部の会の語り部

が、たすきを繋いで、語りをしますので聞きにお越

しくださいませ！ 

～入場無料～ 

〈４月〉  

 卯の花（ウツギの花）

が咲く月で「卯の花月」

が「うづき」になったと

言われています  


